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資料 5.  ソフトコンポーネント計画書 

1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

1.1. プロジェクトの背景 

本プロジェクトの対象地域が位置するカンボジア国（以下、「カ」国と記す）の首都プノンペ

ン市（以下、「プ」市と記す）は、メコン川右岸の自然堤防上およびその後背湿地に成立･発展し

てきたため水災害を受けやすい地形的特徴を有しており、毎年洪水リスクに晒されている。これ

に対し「プ」市は、洪水（外水氾濫）に対しては市街地の周囲を輪中堤防で囲うことにより、ま

た堤内の市街地への降雨（内水）に対しては排水施設（排水管、ポンプ）で排水することにより、

市街地を水災害から守ってきた。 

「プ」市内の洪水防御・排水施設は、フランス植民地時代から 1960 年代に整備された施設が多

いため老朽化が著しい上、70 年代～80 年代の内戦による荒廃の影響により、現状では十分な機能

を有していない。これに起因した洪水被害・排水不良は、家屋の浸水や道路の水没等、市民生活

に大きな支障をきたしているほか、交通渋滞や衛生問題発生の一因となっている。 

本プロジェクトは、JICA 開発調査「プノンペン

市都市排水･洪水対策計画調査」（1998 年 2 月～1999

年 8 月）（以下、マスタープランと記す）において

立案された「プ」市における都市排水・洪水対策に

関わる総合開発計画に沿って、「プ」市が実施して

いる洪水防御・排水改善の一環として行うものであ

る。過去の日本の無償資金協力事業である「プノン

ペン市洪水防御・排水改善計画」（以下、フェーズ

1 と記す）および「プノンペン市洪水防御・排水改

善計画（フェーズⅡ）」（以下、フェーズ 2 と記す）

とは異なる「プ」市南東部のトラベック地域を主な

事業対象地域とした計画（フェーズⅢ）（以

下、フェーズ 3 と記す）である。 

1.2. 上位目標とプロジェクト目標 

「カ」国の国家開発計画における基盤となる国家戦略である四辺形戦略（Rectangular Strategy）

では、最重要開発課題の一つとして「インフラの復興と建設」を挙げている。「カ」国政府が四

辺形戦略に基づいて 2006 年 1 月に策定した、国家戦略的開発計画（NSDP：National Strategic 

Development Plan）では、洪水や旱魃による災害を軽減するための戦略として、排水システムと灌

漑システムの修復と再構築、および洪水および旱魃対策の開発と適用を提案している。 

一方、「プ」市は 2015 年を目標年とする都市開発戦略（City Development Strategy：CDS）を独

自に策定している。CDS では今後の「プ」市の発展と市民生活の向上を目的とした開発計画にお

ける 5 つの重点分野として「①土地利用と住宅」、「②環境と天然資源」、「③社会資本整備と

図 1 無償事業の対象エリア 
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交通」、「④社会福祉」、「⑤経済発展」が挙げられている。このうち「②環境と天然資源」分

野では水環境の改善を行うこと、「③社会資本整備と交通」分野では洪水被害の軽減を考慮した

社会資本整備を行うこと、「④社会福祉」分野では市の衛生状況を改善し市民の健康を守ること

が重要目標・戦略として含まれている。 

このように、「プ」市は、市内の浸水を最小限とし内水被害を軽減することにより、「市民の

生計の安定」「洪水被害の軽減を考慮した都市開発」「衛生・環境状況の改善」を達成すること

を目標としている。この中で本プロジェクト（フェーズ 3）（第 3 次プノンペン市洪水防御･排水

改善計画）は、プノンペン市街地南東部のトラベック地域を主たる対象地域として排水改善を行

い、浸水を最小化し浸水被害を軽減することを目標としている。 

(i) 上位目標 

• ｢プ｣市市民の生計が安定する 

• ｢プ｣市の洪水被害の軽減を考慮した都市開発がなされる 

• ｢プ｣市の衛生･環境状況が改善される 

(ii) プロジェクト目標 

• プロジェクト対象地域において雨水による浸水が最小化し、浸水被害が軽減する。

（プロジェクト対象地域は、プノンペン市街地南東部のトラベック排水システム流

域と市南西部のトンプン排水システム流域の一部を含む範囲。図 1「無償事業の対

象エリア」のフェーズ 3 の範囲を参照。） 

1.3. プロジェクトの概要 

1999 年に制定されたマスタープランに基づく「プノンペン市洪水防御･排水改善計画」（フェ

ーズ 1 およびフェーズ 2）は、「プ」市を外水・内水による水災害から守るために、堤防の建設･

補修等の外水対策、ならびに、ポンプ場や市内排水路等の排水施設建設および維持管理の内水対

策事業を継続して実施してきた。本プロジェクトは、上記 1.2 に記載の目標を達成するために、

これまで事業を実施してきた対象地域とは異なるプノンペン市南東部のトラベック地域およびそ

の隣接地区（図 1 にフェーズ 3 として示した範囲）における排水施設の改善、ならびに、排水シ

ステムの機能を維持させるための機材調達を行うものである。本プロジェクトの実施により、対

象地域における降雨による浸水被害が軽減され、衛生環境が改善されることが期待されている。 

この中において、本協力対象事業では、次表に示すとおり、「排水管敷設工事（改善区間総延

長：約 21km）」と「王宮南側チャンバーの改修」に加え、「排水システム維持管理用機材」とし

て、排水管路の清掃活動の効率化と安全性の向上に必要な高圧洗浄車と汚泥吸引車を調達するも

のである。 
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表 1 本協力対象事業における協力対象事業の内訳 

項目 協力対象事業の内容 協力対象事業以外の内容

トラベック地域において浸水被害が大

きい地域の排水改善に必要な、 
- 幹線排水管路の改修／新設 
- 特殊施工が必要な区間の管路改修／

新設（管径不問） 

総延長 
20.65km 

- 支線排水管路の改修／

新設 
- 既存・新設管路の維持管

理 

排水管網の整備 

小排水区毎の協力対象事業による排水管敷設延長の内訳 
(1) オルセー（Ou Russei）排水区 3.93 km 
(2) ブン・レアン（Boeng Raeng）排水区 2.43 km 
(3) モニレ（Monireth）排水区 2.05 km 
(4) トゥール・スワイ・プレイ（Tuol Svay Prey）排水区 2.52 km 
(5) トゥール・スレン（Tuol Sleng）排水区 2.48 km 
(6) ブン・ケン・コン（Boeng Keng Kang）排水区 3.05 km 
(7) トゥール・トゥンプン北部（Tuol Tumpung North）排水区 1.15 km 
(8) トゥール・トゥンプン南部（Tuol Tumpung South）排水区 3.06 km 

王宮南チャンバ

ーの改修 
- チャンバーの改修（遮集管システムの

流量調節、汚泥貯留槽としての機能を

保持させる） 

1 箇所 - 運営維持管理 
- ゴミ・汚泥・堆積物除去

排水システム 
維持管理用機材 

- 高圧洗浄車の調達 
- 汚泥吸引車の調達 

2 セット - 機材の運営維持管理 
- 調達機材を用いた排水

管網の清掃作業 

 

1.4. ソフトコンポーネントの必要性 

本プロジェクト実施における「カ」国側の実施機関である「プ」市の公共事業運輸局（DPWT）

は、本プロジェクトにより建設される施設および調達される機材の運営･維持管理の責任を負う。

また、同機材を用いた排水管路の清掃作業は、DPWT 傘下の部局である下水・排水課（DSD）に

より実施される。2007 年の DSD の年間支出額は約 30 億リエル（約 6 千万円）であり、割り当て

可能な予算（「プ」市の上水道収入の 10%相当額）の 49 億リエルに対してまだ余裕がある。また

DSD の総職員数は 211 名であり、DPWT 職員数の 25%を占めている。DSD 職員のうち下水排水施

設の設計／施工管理／維持管理、および機材の維持管理を担当しているのは管理グループ職員 6

名および技術グループ職員 17 名であり、排水管の清掃作業に直接携わっている作業員は 40 名（4

名は正規職員、その他の 36 名は契約職員）である。 

DSD は、本プロジェクトで調達される機材と類似の機材（洗浄および吸引のコンビ車：4 台の

み稼動可能：95 年、98 年製）を所有しており、同機材を用いて、2 チーム編成で「プ」市内の下

水・排水管路を清掃しており、DSD の職員は機材に関する共通の基本操作・運転・管理方法につ

いては習得している。他方、いずれの機材も耐用年数（5 年～10 年）を過ぎているため、修理を

重ねながらローテーションを組んで使用されており、常時稼動しているのは平均して 2 台であり、

本来の機能を発揮できておらず、効率的な清掃作業ができていない状況にある。 

DSD は上記の通り排水管路清掃作業に係る十分な実施体制を有している一方、機材の老朽化に

よる作業の非効率性などの要因もあり、これまで実施してきた清掃作業は、浸水が頻繁に発生す

る箇所において、問題が発生してから後追いで対処する対症療法的な作業が主である。DSD は月

単位および年単位の作業計画を有しているが、清掃作業延長のみの計画値であり、清掃作業に先

立って実施すべき点検作業計画が含まれていない上、上記のように対症療法的な作業の実施に追

われているため、計画と作業実績に乖離がある。また、作業記録の内容は不十分で書式も統一さ
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れておらず、作業現場で発生した問題を検証して現場にフィードバックすることがシステム化さ

れていない。 

このような問題を解決し、本プロジェクトにより建設される施設及び調達される機材の効果的

な活用を継続的に行っていくためには、DSD が管路の清掃作業を計画的に実施できるよう、PDCA

（計画(Plan)・実施(Do)・検証(Check)・改善(Action)）サイクルを導入するなどの方法によって、DSD

の排水管路清掃能力の強化を行う必要がある。 

そこで、DSD の排水施設に関する運営・維持管理能力及び清掃機材の利活用能力を向上させる

ためにソフトコンポーネントを導入して技術支援を行い、本無償資金協力事業で建設・調達され

る施設・機材の継続的な有効利用を目指す。 

2. ソフトコンポーネントの目標 

DSD の運営・管理の下、ソフトコンポーネントで達成されるべき目標は以下のとおりである。 

• DSD が排水管路の維持管理作業の一環として、管路の清掃作業を計画的に実施できるよ

うになる。 

• DSD が特殊機械である排水システム維持管理用機材の有効活用及び維持管理を適切に行

えるようになる。 

ソフトコンポーネントの目標を達成することにより、排水管路の清掃作業における効率と安全

性が向上し、排水管路の排水機能を適切に維持することが可能となり、ひいては本プロジェクト

の目標である「浸水を最小化し浸水被害を軽減する」という排水改善効果を継続的に維持するこ

とに寄与する。 

※「プ」市内の下水・排水管路の総延長 421km のうち、DSD が維持管理を担当している区間の

延長は 288km である。口径 500mm 以下の小口径排水管路の整備・維持管理は、日本における区

や町に相当する Khan および Sangkat といった地区当局が担当している。ソフトコンポーネント実

施の対象地域としては、本プロジェクトの対象地域である「プ」市街地南東部のトラベック地域

及びフェーズ 2 の対象地域を含めた範囲とし、DSD が管轄する排水のうち総延長 135km が対象と

なる。DSD が担当する口径 600mm 以上の排水管路の清掃速度の実績は次表に示すとおりである。 

表 2 DSD の排水管清掃速度実績と日本国内の標準作業速度の比較 

DSD の作業実績 日本国内の標準作業速度 
管径(mm) 

日当り清掃速度 年間作業延長 日当り清掃速度 年間作業延長 

600 40m/日 8km 77m/日 16km 
1,000 20m/日 4km 26m/日 5km 

出典： DSD の作業実績：DSD ヒアリング。 
 日本国内の標準作業速度：維持管理積算資料 2004 社団法人 日本下水道管路管理業協会 

 

この清掃速度が、本プロジェクトによる機材調達後に、上表に示す日本国内における標準的な

清掃速度程度まで改善されると考えると、年間清掃作業日数を 210 日（作業頻度を 4 日／週と仮

定）として、2 チームで年間約 10km～32km の排水管を清掃することができるようになると考え

られる。この年間作業延長が年間の清掃計画作成の対象となる。 
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3. ソフトコンポーネントの成果 

3.1. 直接的成果 

ソフトコンポーネントは、DSD の管理グループ（技術系管理職クラス）職員 6 名、および技術

グループ（技師クラス）職員 17 名を対象に実施する。ソフトコンポーネントの実施により、これ

らの対象者が排水施設の清掃作業を計画的に実施できるよう育成される。ソフトコンポーネント

の完了時に期待される成果は以下のとおりである。 

(1) DSD の管理グループおよび技術グループ職員により、調達された機材を用いた排水管路

の清掃活動の年・月・週ごとの計画が立案される。 

(2) DSD の管理グループおよび技術グループ職員により、上記（1）にて立案された計画に

沿って清掃活動が実施され、活動時に得られた実際の清掃実績、効率性、発生した問題、

改良すべき点等の情報が活動日毎に記録され、月・年ごとに整理され、保管される。 

(3) DSD の管理グループおよび技術グループ職員により、上記（2）の清掃活動記録・情報

に基づいて、作業方法、安全管理方法、清掃活動計画が改善され、全体の排水管路の補

修・改修計画が見直される。 

(4) DSD の管理グループおよび技術グループ職員により、機材維持管理点検マニュアルが更

新・改善され、それを基に機材オペレータにより同マニュアルや、定められた手法によ

って調達された機材の維持管理・点検を行う。 

(5) DSD によって市内の排水管路系統図の更新、および排水管路台帳の作成が行われる。 

3.2. 間接的成果 

「プ」市では原則として、口径 600mm 以上の排水管路の整備・維持管理は DPWT と DSD が担

当し、日本の無償信金協力では対象としていない口径 500mm 以下の小口径排水管路の整備・維持

管理は、日本における区や町に相当する Khan および Sangkat といった地区当局が担当している。 

ソフトコンポーネントの実施による間接的効果としては、DSD にて習得された計画的な清掃作

業に必要な技術・知識が継続的に活用され、将来的には地区当局で実施する排水管の清掃作業に

も計画策定のノウハウが DSD により波及され、市全体で排水管路の計画的な清掃作業が図られる

事が期待される。 

4. 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネント終了前に、上記成果の達成度を確認する方法として以下が挙げられる。 

• 排水管路清掃作業計画の確認（年・月・週毎の計画） 

• 排水管路の清掃活動および機材の維持管理・点検作業の記録簿（作業日報、月例報告書、

年間報告書）の確認 

• 排水管路清掃作業計画と実施状況の比較（清掃実施前計画図およびクレーム･清掃要請箇

所と作業実績を排水管網系統図やバーチャート等で比較確認） 
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• DSD によって作成される市内の排水管路系統図の更新および排水管路台帳作成の進捗状

況の確認。（ソフトコンポーネント開始時から終了時までの間に清掃活動を行った管路部

分（年間、および新たに敷設された管路部分の台帳が完成していることを目標とする。） 

• 実作業結果に基づき、必要に応じて改訂した、作業方法、安全管理、機材維持管理点検

マニュアル等の確認。 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

DSD に日本のコンサルタントを 2 名（排水管路清掃作業計画および機材維持管理）派遣する。

排水管路清掃作業計画担当のコンサルタントは、排水管の維持管理に精通し、相手国の技術者に

対して教育、指導を行うことができるような、技術面において高度な知識・技術を有し、ソフト

コンポーネントの実施時に DSD の作業監理を含む全体を総括できる人材が必要である。機材維持

管理担当のコンサルタントは、本無償資金協力事業によって調達される機材の適切な運営・維持

管理に関する教育・指導を行うことができるような特殊かつ希少な知識・技術を有する人材が必

要である。 

ソフトコンポーネントは、DSD の管理グループ（技術系管理職クラス）職員 6 名、および技術

グループ（技師クラス）職員 17 名を対象に実施する。DSD では対症療法的な排水管清掃作業し

かできていないため、ソフトコンポーネントに実施により、計画的な維持管理ができるようにな

るよう支援するとともに、新規に調達する機材に特有の運営・維持管理方法を習得できるよう支

援する。 

本事業によって調達される機材のメーカー技術者による初期操作指導後、本格的清掃作業の前

段階（第一期：コンサルタント（排水管路清掃作業計画、機材維持管理）2 名）と清掃維持管理

作業を DSD が実施している期間（中間指導（第二期および第三期：コンサルタント（排水管路清

掃作業計画）1 名）の 3 段階で実施する。 

第一期において、コンサルタント（排水管路清掃作業計画）は、DSD の管理グループおよび技

術グループから選抜された職員を始め DSD の清掃作業員を加えて十分協議を重ねながら清掃作

業計画の一環としての事故防止のための安全管理と環境配慮を考慮した排水管路清掃作業計画

（年間･月間）の策定支援を行い、詳細（日･週・月単位）な清掃作業・計画立案のパイロット的実

施について指導を行う。同時に、排水管路の清掃活動に必要な各種記録の書式（記録簿のフォー

ム）の作成支援を行う。具体的には、清掃作業記録簿（作業日報、月例報告書、年間報告書）、

清掃作業計画書、市内排水管路系統図のベースマップ（更新）、排水管路台帳（管径、深さ、敷

設年など）、作業計画と作業実績の比較バーチャート等の書式を作成する。 

さらに、コンサルタント（機材維持管理）は、DSD の管理技師（管理グループおよび技術グル

ープから選抜された職員）と共に調達した機材の維持管理点検マニュアルおよび作業記録簿を作

成し、機材オペレータに対し、作成した維持管理点検マニュアルや作業記録簿を用いて調達機材

の維持管理・点検作業を指導する。 

第二期および第三期ではコンサルタント（排水管路清掃作業計画）が第一期で策定した排水管

路清掃作業計画に対し、記録簿により出来高を確認し、排水管路系統図および台帳作成の進捗状
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況のチェックを行い必要な指導を行う。また、実際に起こった問題点の原因究明とその対処方針

に対する支援を行う。また、事故防止のための安全管理と環境配慮を考慮して、次年度の作業計

画策定支援を行い、DSD が計画の更新を継続的に実施できるようにする。調達機材の維持管理・

点検作業状況についても記録簿および現地作業を通じて確認し、必要な指導を行う。 

これらの支援に係る作業の詳しい内容は下記のとおりであり、必要とする期間は、第一期が 3

ヶ月、第二期が 1 ヶ月、第三期 1 ヶ月の合計 5 ヶ月（総人月は 6 人月）とする。 

排水管路清掃作業計画：5.0 人月 

（第一期目）：3.0 人月 

調達機材の現地到着に合わせて「排水管路清掃作業計画」を現地に派遣し、管理グループ

および技術グループから選抜された職員との共同作業で以下の業務を行う。日本出発から帰

国までのスケジュールは 3 ヶ月とする。 

派遣期間を通じて作業監理を行い、現地着任時と帰国前には JICA 現地事務所に報告するも

のとする。 

(1) 1 ヶ月目 

DPWT 本部の関係者と事業の全体計画について協議した後、DSD 事務所を本拠とし

て作業を開始する。 

• 排水管路系統図のベースマップを作成し、DSD が作成する市内の排水管路系統図

の作成支援とそのレビューを行う。（20 日間） 

• 排水管路台帳のフォームを作成し、DSD の排水管路台帳の作成支援とそのレビュ

ー（精度のチェック及び必要個所の修正）を行う。（10 日間） 

(2) 2 ヶ月目 

排水管路清掃の年間作業計画を策定し、パイロット作業を開始する。 

• DSD が認識している管路の重要度と浸水被害実績から排水管路清掃作業順序を決

定する。（5 日間） 

• 調達機材を使用した 1 年目の年間及び月毎の排水管路清掃作業計画（作業工程、機

材配備計画、出来高計画）を策定する。（10 日間） 

• これまでの年間清掃作業の記録方法を見直し、清掃記録・日報・週報・安全記録等

の各種の清掃活動記録簿のフォームを作成する。活動記録には、除去された土砂・

汚泥の記録を含ませ、区間記録を日報形式で集計するシステムを構築する。（15 日

間） 

(3) 3 ヶ月目 

清掃作業の初期段階における DSD のパイロット的作業の監理・指導を行いつつ、下

記の業務を行う。 
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• 作業計画と作業実績の比較を行うためのバーチャート等のフォームを作成し、活動

内容の計画と実績を比較するシステムを構築する。（10 日間） 

• 実作業を通じて明らかになった問題点・課題を考慮して、清掃作業実施方法および

作業計画策定方法、ならびに排水系統図および排水管路台帳の改良を行う。（20 日

間） 

（第二期目）：1.0 人月 

一期目で作成された計画を基に実施されている排水管路の清掃作業を約 1 年間実施した時

点で「排水管路清掃作業計画」を現地に派遣し、管理グループおよび技術グループから選抜

された職員との共同作業で以下の業務を行う。 

派遣期間を通じて作業の監理を行い、帰国前にはプログレス･レポート２を作成の上、JICA

本部及び現地事務所へ提出し活動内容を報告する。 

• 調達機材使用開始後 1 年間における排水管路の清掃作業の計画と実績を比較し、顕

在化した問題について共同で解決の方策を検討する。（7 日間） 

• これまでの清掃作業計画を見直し、安全管理・作業監理の観点からも分析を行い、

次の 1 年間の清掃作業計画の改訂の支援を行う。（8 日間） 

• DSD 自らが製作する、排水管路系統図および排水管路台帳作成の進捗状況を確認

し、必要に応じてマニュアル等の改訂や台帳作成を促進するための支援・指導を行

う。（10 日間） 

• 調達機材の維持管理・点検作業状況を記録簿および現地作業を通じて確認し、必要

な指導を行う。（5 日間） 

（第三期目）：1.0 人月 

二期目に見直された排水管路の清掃作業計画を基に実施されている作業を評価し、ルーチ

ンワークの更なる改善を行うため、二期目の派遣後約 1 年経過した時点で「排水管路清掃作

業計画」を現地に派遣する。管理グループおよび技術グループから選抜された職員との共同

作業で以下の業務を行う。実施する活動･支援内容および派遣期間は二期目と同様とする。 

派遣期間を通じて作業の監理を行い、活動終了後にファイナルレポートを作成の上、JICA

本部及び現地事務所へ提出し活動内容を報告する。 

• 二期目に見直された排水管路の清掃作業計画と実績を比較し、問題解決の支援を行

う。（7 日間） 

• 清掃作業計画をレビューし、安全管理・作業監理の観点からも分析を行い、次の 1

年間の清掃作業計画の改訂の支援を行う。（8 日間） 

• 排水管路系統図および排水管路台帳作成の進捗状況を確認し、必要に応じて内容の

改訂や台帳作成を促進するための支援･指導を行う。（10 日間） 
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• 調達機材の維持管理・点検作業状況を記録簿および現地作業を通じて確認し、必要

な指導を行う。（5 日間） 

機材維持管理：1.0 人月 

（第一期目）：1.0 人月 

「機材維持管理」は、「排水管路清掃作業計画」の第一期派遣期間中に現地入りし、DSD

を本拠として作業を行う。管理グループおよび技術グループから選抜された職員との共同作

業で以下の業務を行う。 

派遣期間を通じて作業の監理を行い、活動終了後、プログレス･レポートを作成の上、JICA

本部及び現地事務所へ提出し活動内容を報告する。 

• 調達機材の点検・修理方法、緊急時対処方法や安全管理方法を策定し、調達機材の

維持管理・点検のマニュアルおよびチェックシート、作業記録簿等を作成する。（10

日間） 

• 機材オペレータに対し、作成した維持管理点検マニュアルや作業記録簿を用いて調

達機材の維持管理・点検作業の指導を行い、調達機材を用いた排水管路の清掃にお

けるパイロット作業の監理・指導を行う。（15 日間） 

• パイロット作業を通じて発生した問題解決の支援を行い、明らかになった問題点等

を考慮して、機材維持管理・点検マニュアル、チェックシート、作業記録簿の更新・

改良を行う。（5 日間） 

6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

ソフトコンポーネント実施リソースは、以下の理由により本邦コンサルタントによる直接

支援型で行う。 

• カンボジア国内においては都市の排水施設を系統立てて管理する経験に乏しく、計画

的・長期的視野に立って計画立案や運営管理能力の強化策を講じる人材に欠ける。 

• 計画に基づき作業の進捗を厳しく管理できる技術者が不足している。 

「排水管路清掃作業計画」は下水・排水施設の維持管理分野に係る経験がある技術者、「機

材維持管理」に関しては清掃機材の運営・維持管理の経験者を派遣するものとする。 

7. ソフトコンポーネントの実施工程 

一期目は「排水管路清掃作業計画」が調達機材の到着に合わせて現地入りし、排水系統図

のベースマップ作成、排水管路台帳のフォーム作成、1 年目の作業計画の策定、各種の記録フ

ォームの作成、パイロット作業の実施、清掃作業実施方法・作業計画策定方法の改良の支援

を行う。これらの過程において、手順や方法を DSD の管理グループおよび技術グループの職

員に伝え、彼らが独自に継続して行えるようにする。「機材維持管理」は、「排水管路清掃

作業計画」派遣期間中に現地入りし、パイロット作業の監理・指導、調達機材の維持管理･点
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検マニュアル、チェックシート、作業記録簿等を作成する。 

二期目は計画に基づく排水管路の清掃作業を約 1 年間実施した時点で「排水管路清掃作業

計画」を現地に派遣する。排水管路の清掃作業の計画と実績の比較、次の 1 年間の清掃作業

計画の改訂、排水管路系統図および排水管路台帳作成の進捗状況の確認と促進、マニュアル

等の改訂を行う。 

三期目は二期目に見直された排水管路の清掃作業計画を基に実施されている作業を評価し、

ルーチンワークの更なる改善を行うため、二期目の派遣後約 1 年経過した時点で「排水管路

清掃作業計画」現地に派遣する。実施する活動･支援内容、派遣期間は二期目と同様とする。 

全体実施工程表は以下のとおりとなる。 

年

会計年度

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

項目　　　　　　　　　　　　延月数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

準備・仮設工

排水管敷設工

オルセー排水区

ブン・レアン排水区

モニレ排水区

トゥール・スワイ・プレイ排水区

トゥール・スレン排水区

ブン・ケン・コン排水区

トゥール・トゥンプン北排水区

トゥール・トゥンプン南排水区

チャンバー改修工

雑工・後片付け

清掃機材製作

清掃機材輸送

試運転・初期操作指導

ソフトコンポーネント

排水管路清掃作業計画

機材維持管理

          現地業務、現地作業 国内業務 準備作業

2015

H27H23 H24 H25 H26

2012 2013 2014

 

ソフトコンポーネント実施工程案 

8. ソフトコンポーネントの成果品 

本件は排水管敷設工事と同時に実施する計画のため、ソフトコンポーネントはこの雨水排

水管敷設工事完了までに業務を完了する。ソフトコンポーネント業務の成果品は以下に示す

とおりである。 

[第一期] 

• プノンペン市の排水管系統図ベースマップおよび排水管路台帳のフォーマット 

• 排水管の年間清掃作業計画（作業工程、機材配備計画、出来高計画） 

• 各種清掃活動記録フォーム（清掃記録、作業日報・週報案、安全記録、作業計画・実績

比較バーチャートを含む） 

• 機材の維持管理マニュアル、点検チェックシート、機材維持管理作業記録簿 
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• パイロット清掃活動結果 

• 上記をとりまとめたプログレス･レポート１（和文） 

[第二期] 

• 1 年目の排水管路清掃作業内容のレビューおよびレビュー後の作業計画（計画(Plan)・実

施(Do)・検証(Check)・改善(Action)の PDCA サイクルの評価）の改訂 

• 排水管路系統図および台帳 

• 上記をとりまとめたプログレス･レポート２（和文） 

[第三期] 

• 2 年目の排水管路清掃作業内容のレビューおよびレビュー後の作業計画（計画(Plan)・実

施(Do)・検証(Check)・改善(Action)の PDCA サイクルの評価）の改訂 

• 排水管路系統図および台帳 

• DSD の今後の活動方針案 

• 上記をとりまとめたファイナル･レポート（和文） 

9. ソフトコンポーネントの概略事業費 

ソフトコンポーネントに係る概算事業費は約 1,790 万円と見積もられる。この事業費は、日

本人が現地で合計 6.0 人･月のサービスを提供するのに要する費用である。 

10. 相手国側の責務 

DSD はソフトコンポーネントの開始前までに、これまでと同様に排水管路の維持管理活動

を適性に実施していくための予算を確保することが要求される。仮に予算が削減されれば、

ソフトコンポーネントの活動に支障をきたすため、これまでと同程度の予算を確保すること

は DSD に課せられた最低必要条件である。従って、PPCH（プノンペン市本部）と DPWT（DSD

の上部機関）は DSD に対する必要な予算の割当てとその執行に積極的に協力する必要がある。 

技術者派遣の第一期から第二期までの間、および第二期から第三期までの間には、DPWT

の DSD は独自に、実際の排水管路清掃作業、下水道台帳作成および排水系統図の作成を実施

する必要がある。 

また、DSD における Chief 以下のソフトコンポーネントにおいて中心となって活動するエ

ンジニアは、日本のコンサルタントから統合的な雨水排水管の清掃維持管理方法は勿論、雨

水排水計画全体の運営計画技術を真摯に習得しなければならない。清掃維持管理作業の実施

時においては、全体作業監理技術、作業運営計画を理解し、積極的に知識を吸収しなければ

ならない。ソフトコンポーネントの実施に際し、上記の観点から DSD およびそのエンジニア

の意識を啓発することは、PPCH および DPWT の責務である。 
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添付資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Mr. Pa Socheate Vong 

Vice Governor 

In charge of: 

- Public Safety  

- Coordination on 

Local Conflict 

- Legal and Human 

Right 

In charge of: 

- Technical and 

Contract 

Management 

- Local 

administration 

- Control and 

Monitoring on 

In charge of: 

- Document 

- General and 

Information Affair  

- International 

Affairs 

- Registration and 

Procurement  

In charge of: 

- Welfare of OH 

KAH KNOM 

Center  

- Religious  

In charge of: 

- Economy 

- Public Work  

- Environment and 

Waste Management 

In charge of: 

- Income and 

Expensed-Accoun

ting  

- Public Estate  

- Advertising  

- Urban Affairs, 

Construction and 

Mr. Mann Chhoeurn 

Vice Governor 

Mr. Trac Thai Sieng 

Vice Governor 

Mr. Chan Sam An 

Vice Governor 

Mr. Chreang Sophan 

Vice Governor 

Mrs. Touch Sarom 

Vice Governor 

H.E. KEP CHUK TEMA 
Governor 

Managing of General Affairs in Particular: 

- Political  

- Administrative Affairs 

- Public order and Social Security  

- Personal Humanity  

 

プノンペン市の組織図とソフトコンポーネント対象機関の位置づけ 

 
Director

Mr. Nhem Saran

Deputy Director
Mr. Im Sam Ol

Deputy Director
Mr. Ean Narin

Deputy Director
Mr. Ney Sona

Public Works
Office

Road and Bridge
Division

Solid Waste
Management

River Bank
Protection
Division

Drainage and
Sewerage
Division

Pound Division

Administration
and Personel

Office

Motobike
Registration

Division

Finance and
Planning Office

Districts' Public
Works Offices

(All) Project
Management Unit

Bus and Taxi
Terminals

Deputy Director
Mr. Mey So Panha

Transport
Office

Public Garden
Division

Public Lighting
Division

Deputy Director
Mr. Seng KimSan

Vehicle
Registration

Division

Driving License
and Traffic

Safety Division

Deputy Director
Mr. Moeung Sophan

International
Relation Affairs

and Other Works

 

DPWT の組織図とソフトコンポーネント対象機関（下水・排水課（DSD）） 

下水管の維持管理作業に直接携わる DSD 職員の内訳 
部門 正規職員数 

1. 管理グループ 6 
2. 業務グループ 8 
3. 製造グループ 12 
4. ポンプ場グループ 6 
5. 技術グループ 17 
6. 合計 49 
出典：DPWT 資料 

 

ソフトコンポーネントの実質

的な対象組織 

ソフトコンポー

ネ ン ト へ の 認

識・理解と最終決

定をする対象グ

ループ 

DPWT、DSD が所属するグループ 
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資料 6. 浸水被害調査結果 
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資料（カンボジア語版）（1/4） 
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資料（カンボジア語版）（2/4） 
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資料（カンボジア語版）（3/4） 
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資料（カンボジア語版）（4/4） 
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表 6.1 浸水被害調査 1 の結果（1/6） 

No. Sangkat
(Representative)

1
Name of Road Length (m) Inundation Level

Junction 484-99 10 a litle
Total= 10

None

Name of Road Length (m)
None

2
Name of Road Length (m) Inundation Level

41 800 Mediem
Junction 3-294 50 Mediem

3 40 Mediem
41 100 Mediem
93 300 Mediem

466 200 Mediem
Total= 1,490

93 500
93 200

Total= 700

Name of Road Length (m)
63 500

Total= 500
3

Name of Road Length (m) Inundation Level
163 200 M
432 100 L
444 50 L

Total= 350

163 40
Total= 40

Name of Road Length (m)
None

4
Name of Road Length (m) Inundation Level

488 60 M
Total= 60

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
488 900

Total= 900
5

Name of Road Length (m) Inundation Level
63 150 M
51 100 L
93 200 L

Total= 450

Name of Road Length (m)
-

Name of Road Length (m)
334 330

Total= 330

Boeng Trabaek

Tonle Basak

Tuol Tumpung 2

Phsar Daeum Thkov

Boeng Keng Kang 1 Name of RoadLocation and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Result of Interview Survey Improvement Planning

Name of Road Length (m)

Name of Road Length (m)

Name of Road Length (m)

Name of Road Length (m)

Length (m)

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement
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表 6.2 浸水被害調査 1 の結果（2/6） 

No. Sangkat
(Representative)

6
Name of Road Length (m) Inundation Level

195 200 M
193 200 M
434 200 M

Total= 600

434 210
Total= 210

Name of Road Length (m)
187Z 220
430Z 300

Total= 520
7

Name of Road Length (m) Inundation Level
Junction 143-310 50 l

Total= 50

None

Name of Road Length (m)
143 470
95 770

245 860
310 810

Total= 2,910
8

Name of Road Length (m) Inundation Level
274 440 H
143 550 H
286 150 H
298 200 M
173 60 M

Total= 1,400

Name of Road Length (m)
163 550

Total= 550

None
9

Name of Road Length (m) Inundation Level
245 130 H
348 20 M
366 20 M
374 20 M

Total= 190

Name of Road Length (m)
384 120
374 120

Total= 240

Name of Road Length (m)
384 320
374 100
384 100

Total= 520

Result of Interview Survey Improvement Planning

Tuol Svay Prey 1

Boeng Keng Kang 3

Oulampik

Name of Road

Name of Road

Tumnob Tuek

Name of Road Length (m)

Length (m)

Length (m)

Name of Road Length (m)

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement
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表 6.3 浸水被害調査 1 の結果（3/6） 

No. Sangkat
(Representative)

10
Name of Road Length (m) Inundation Level

217 500 M
199 500 M
245 500 M

Total= 1,500

None

384 200
374 200
338 200

Total= 600
11

Name of Road Length (m) Inundation Level
184,172 150 L
13,19,3 H

154 M
Total= 150

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
13 99
23 108

240 88
Total= 295

12
Name of Road Length (m) Inundation Level

130 200 H
136,144 200 H

15 300 L
Total= 700

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
Junction 136-19 197

19
Total= 197

13
Name of Road Length (m) Inundation Level

13 L
15 L

Total= 0

Name of Road Length (m)
110 150

Total= 150

Name of Road Length (m)
Junction 130-15

15
Total= 0

Result of Interview Survey Improvement Planning

Chey Chummeah

No Drainage Pipe

Tuol Svay Prey 2

Phsar Chas

Phsar Kandal 1

Location and Situation

Length (m)

High Priority  Area for Improvement

Name of Road

Name of Road Length (m)

Name of Road Length (m)

Name of Road Length (m)Location and Situation

No Drainage Pipe

Location and Situation

No Drainage Pipe

No Drainage Pipe

Location and Situation

High Priority  Area for Improvement

High Priority  Area for Improvement

High Priority  Area for Improvement
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表 6.4 浸水被害調査 1 の結果（4/6） 

No. Sangkat
(Representative)

14
Name of Road Length (m) Inundation Level

None

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
53 and 63 254

Total= 254
15

Name of Road Length (m) Inundation Level
120 L
126 L

Junction 67-128 L
Total= 0

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
126 160

Total= 160
16

Name of Road Length (m) Inundation Level
154 425 M
184 L

Total= 425

None

Name of Road Length (m)
154 425

Total= 425
17

Name of Road Length (m) Inundation Level
208 250 L
200 250 L
63 300 L

Total= 800

None

Name of Road Length (m)
200 2,654
208

Total= 2,654
18

Name of Road Length (m) Inundation Level
Junction 3-240 60 H

19 50 L
Junction 51-240 70 M

Total= 180

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
59 285
63 330

228 1
Total= 616

Result of Interview Survey Improvement Planning

Chakto Mukh

Boeng Reang

Phsar Thmei 2

Phsar Thmei 3

Phsar Thmei 1

Name of Road Length (m)

Name of Road Length (m)

Location and Situation

Location and Situation

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Length (m)

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Location and Situation

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Length (m)

Length (m)

Name of Road

No Drainage Pipe

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Name of Road

High Priority  Area for Improvement

Name of Road

Location and Situation
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表 6.5 浸水被害調査 1 の結果（5/6） 

No. Sangkat
(Representative)

19
Name of Road Length (m) Inundation Level

Junction 215-182 H
161 H

Junction 211-182 H
Total= 0

Name of Road Length (m)
134 and164

109
Total= 0

Name of Road Length (m)
215

Total= 0
20

Name of Road Length (m) Inundation Level
Junction 113-274 M

214 to 161 M
Total= 0

None

Name of Road Length (m)
None

21
Name of Road Length (m) Inundation Level

Junction 107-182 H
Junction 166-109 M

Total= 0

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
None

22
Name of Road Length (m) Inundation Level

Junction 107-182 100 H
182 100 M

Junction 182-11 M
Total= 200

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
None

23
Name of Road Length (m) Inundation Level

217 H
164 to 109 M

Junction 109-217 M
166 M

Total= 0

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
None

Result of Interview Survey Improvement Planning

Name of Road Length (m)

Length (m)

Length (m)

High Priority  Area for Improvement

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Veal Vong Location and Situation Name of Road

Name of Road

High Priority  Area for Improvement

Name of Road

Location and Situation

No Drainage Pipe

Boeng Prolit

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Ou Russei 1

Ou Russei 4

Location and Situation

No Drainage Pipe

Location and Situation

Length (m)

No Drainage Pipe

Name of Road Length (m)

High Priority  Area for Improvement

Location and Situation

Ou Russei 3
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表 6.6 浸水被害調査 1 の結果（6/6） 

No. Sangkat
(Representative)

24
Name of Road Length (m) Inundation Level

Junction 107-217 M
Junction 107-140 M

164 M
Total= 0

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
None

25
Name of Road Length (m) Inundation Level

Junction 217-161 H
Junction 182-141 M
Junction 164-139 M

166 M
Total= 0

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
None

26
Name of Road Length (m) Inundation Level

143 500 M
288 200 M
292 200 M
300 70 M
304 200 M
276 200 M
103 200 M

Total= 1,570

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
95 20

Total= 20
27

Name of Road Length (m) Inundation Level
None

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
155 239

Total= 239
28

Name of Road Length (m) Inundation Level
130 200 H

136,144 200 L
15 300 l

Total= 700

Name of Road Length (m)
None

Name of Road Length (m)
136-19 197

19
Total= 197

Note:

Result of Interview Survey Improvement Planning

Name of Road Length (m)

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Tuol Tumpung 1 Location and Situation

Boeng Keng Kang 2 Location and Situation Name of Road Length (m)

Name of Road Length (m)

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Ou Russei 2 Location and Situation

Monourom Location and Situation Name of Road Length (m)

(1)  The words and values in parentheses are data described in drawings attached to interview survey sheets.
      The definitive values are determined by Study Team after careful checking.
(2)  The locations and values followed by "(-)" are inundation area identified by Study Team.

Name of Road Length (m)

No Drainage Pipe

High Priority  Area for Improvement

Phsar Kandal 2 Location and Situation
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